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社
頭
講
話

　　「
我
に
つ
い
て
」

　

暑
い
日
が
続
い
た
今
夏
、
熱
中
症
に

注
意
す
る
よ
う
天
気
予
報
で
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夕
立
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
も
注
意
報
や
警
報
を
出
し

て
注
意
す
る
よ
う
促
し
て
い
ま
し
た
。

段
々
と
詳
細
な
気
象
情
報
が
放
送
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
誠
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
情
報
が
親
切
に
伝
達
さ
れ
れ

ば
さ
れ
る
ほ
ど
慣
れ
が
生
じ
、
耳
に
入

ら
な
い
、
目
に
留
ま
ら
な
い
と
い
う
傾

向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
「
現
代

人
」
と
い
う
人
た
ち
な
の
か
と
思
う
と

き
が
あ
り
ま
す
。

　

時
々
、
国
会
中
継
を
見
ま
す
。
政

治
家
の
皆
さ
ん
は
国
家
・
国
民
の
た
め

と
努
力
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
私
の

目
に
は
「
我
が
政
党
」「
我
が
政
権
」

の
た
め
に
頑
張
って
い
る
よ
う
に
写
り
ま

す
。
人
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
と

き
に
「
あ
の
人
は
我
の
強
い
人
だ
」
と

か
「
我
を
張
る
人
だ
」
と
か
「
我
を

通
す
人
だ
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
ま
り
良
い
意
味
に
は
使
わ
れ

な
い
よ
う
で
す
が
、「
我
」
と
は
何
か

考
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
簡
単
に
い
う
と

「
自
分
本
位
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
御
神
前
で
お
清
め
す
る
際
に

奏
上
す
る
『
祓
詞
』
の
中
に
「…

諸
々

の
禍
事
罪
穢
有
ら
む
を
ば…

」
と
い
う

行
が
あ
り
ま
す
。「
禍
事
」
と
は
「
縁

起
の
悪
い
こ
と
・
わ
ざ
わ
い
・
凶
事
」

な
ど
と
い
う
意
味
で
す
。
先
代
宮
司

は
「
真
・
誠
・
実
（
ま
こ
と
）」
の
中

に
「
我
（
が
）」
が
入
って
「
禍
事
（
ま

が
ご
と
）」
に
な
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し

た
。
嘘
を
つ
か
な
い
、
偽
り
飾
ら
な
い

情
、
誠
意
、
真
実
等
々
、
人
に
対
し

て
親
切
に
し
て
欺
か
な
い
こ
と
、
特
に

神
様
に
向
か
う
姿
勢
と
し
て一
番
大
切

な
こ
と
で
す
。

明
治
天
皇 

御
製
「
神
祇
」

目
に
見
え
ぬ

　

神
に
む
か
ひ
て 

は
ぢ
ざ
る
は

人
の
心
の

　

ま
こ
と
な
り
け
り

と
あ
り
ま
す
。
神
様
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
人
に
対
し
て
も
「
我
」
の
入
ら
な

い
姿
が
尊
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
の
生
活
の
中
に
「
我
」
が
入
り

過
ぎ
ま
す
と
、
協
同
と
か
絆
と
い
う
こ

と
が
消
え
去
り
、
殺
伐
と
し
た
世
間

と
な
っ
て
、
国
家
の
繁
栄
と
か
国
民
の

幸
せ
と
か
は
無
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。

　

幸
せ
と
い
う
の
は
人
に
よ
っ
て
感
じ

方
が
異
な
り
ま
す
が
、「
幸
せ
な
社

会
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
一
人
一
人
が

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
犯
罪
や
交

通
事
故
が
無
い
安
全
な
社
会
、
子
供

や
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
な
ど
様
々
な
幸
せ
な
社
会
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
は
「
我
」

の
使
い
方
を
工
夫
し
、
考
え
て
み
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

わ
が
国
の
政
党
は
、
い
ず
れ
も
民
主

主
義
を
大
き
く
掲
げ
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
々
が
暮
ら
す
社
会
に
お
い
て
自

分
中
心
の
自
由
な
生
活
を
優
先
さ
せ

る
こ
と
の
み
を
民
主
主
義
に
求
め
る
の

で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
己
を

抑
制
し
、
他
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
も

民
主
主
義
の
平
等
と
い
う
理
念
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
我
」

を
主
張
す
る
こ
と
も
時
と
場
合
に
よ
っ

て
で
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
幸
せ
な
社

会
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
私
は

思
う
の
で
す
。

―

禍
事
の
根
元
は
「
我
」
に
あ
り
ー
。

自
分
の
在
り
方
を
謙
虚
に
見
つ
め
な
お

し
て
、「
ま
こ
と
の
道
（
＝
嘘
偽
り
の

無
い
生
活
）」
の
実
践
に
邁
進
し
た
い

も
の
で
す
。

宮
　司  

藤
井
秀
弘

が
が

が

が

が

は
ら
え
こ
と
ば

ま
が
ご
と
つ
み
け
が
れ
あ

ま
が
ご
と

く
だ
り

じ
ん
ぎが

が

がが

が

　
「
一の
宮
」
は
全
国
に
約
一〇
〇
社
あ

り
ま
す
。
平
安
時
代
、
各
地
域
で
古

く
か
ら
崇
敬
を
集
め
、
神
位
も
高
く
、

由
緒
正
し
き
神
社
が
「
一の
宮
」
と
し

て
さ
だ
め
ら
れ
ま
し
た
。
越
中
国
一の

宮
は
髙
瀨
神
社
で
あ
り
ま
す
。

　
「
御
朱
印
」
は
こ
の
よ
う
な
神
社
を

参
拝
し
、
各
神
社
に
お
祀
り
さ
れ
て
い

る
大
神
様
の
御
神
徳
を
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。
時
間
を
か
け
て
自
分
流

に
全
国
の一の
宮
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
大
神
様
か
ら

尊
い
御
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

「
全
国
一
の
宮
め
ぐ
り
」
を

　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
全
国
一
の
宮
め
ぐ
り
」
を

　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

御
朱
印
帳
（
大
）

 

三
〇
〇
〇
円

御
朱
印
帳
（
小
）

 

一
〇
〇
〇
円

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

　

 

一
〇
〇
〇
円

新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

　

 

一
〇
〇
〇
円

※

「
諸
国
一の
宮
一覧
図
」
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
社
務
所
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。



　
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た

罪
穢
を
半
年
に
一
度
祓
い
落
と
し
て

元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く

半
年
も
健
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と

願
う
「
夏
越
の
大
祓
」
が
、
六
月
三

十
日
午
後
三
時
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
が
奏
上
さ

れ
、
各
人
が
「
人
形
」
に
罪
穢
を
移

し
ま
し
た
。
続
い
て
人
形
の
納
め
ら

れ
た
「
茅
舟
」
を
先
頭
に
、
宮
司
を

は
じ
め
祭
員
・
参
列
者
約
百
五
十
名

が
、
向
拝
に
設
置
さ
れ
た
「
茅
の
輪
」

を
く
ぐ
り
、
残
り
の
半
年
を
清
々
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
祈
念
し
ま
し
た
。

　
八
月
七
日
午
後
三
時
よ
り
、「
第

四
回
七
夕
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
地

元
高
瀬
保
育
園
や
山
野
保
育
園
の
児

童
を
は
じ
め
、
多
く
の
参
拝
者
が
祈

願
し
た
、
た
く
さ
ん
の
短
冊
が
付
い

た
七
夕
飾
り
が
祓
い
清
め
ら
れ
、
書

き
記
し
た
願
い
が
叶
う
よ
う
、
御
神

前
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
夏
休
み
と
い
う
事
も
あ

り
、
近
隣
の
園
児
・
児
童
を
は
じ
め
、

多
く
の
参
列
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

夏
越
の
大
祓

七
夕
祭

　当
神
社
で
は
「
初
詣
献
灯
」
を
実
施
致
し
て
お
り
ま
す
。

本
行
事
は
、初
詣
期
間
中
に
正
参
道
両
側
に
「
提
灯
」
を
掲
げ
、

来
る
新
年
が
更
な
る
輝
か
し
い
一
年
と
な
る
よ
う
、
尚
一
層

の
御
神
徳
を
授
け
て
戴
く
こ
と
を
願
い
奉
納
す
る
も
の
で
す
。

一
、「
初
詣
献
灯
」
は
正
月
七
日
ま
で
、
境
内
等
参
拝
者
道
筋

に
献
灯
い
た
し
ま
す
。

一
、「
初
詣
献
灯
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
面
に
希
望
の
芳
名
（
会

社
・
氏
名
等
）
を
記
入
い
た
し
ま
す
。

一
、
献
灯
者
の
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
の
祈
願
祭
を
奉
仕
い

た
し
ま
す
。

一
、
献
灯
初
穂
料
は
、
一
基
に
つ
き

　金
壱
萬
円
御
志
納
願

い
ま
す
。

一
、
申
込
締
切

　十
一
月
三
十
日
ま
で
に
お
申
込
下
さ
い
。

　※
記
載
芳
名

　例
（
約
八
文
字
）

　
　一
、
会
社

　
　
　
　南
砺
市

　㈱
高
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
瀬
産
業
株
式
会
社

　
　

　
　二
、
個
人

　
　
　
　高
瀬

　高
瀬
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
瀬

　太
郎

平
成
二
十
五
年
「
初
詣
献
灯
」
の
御
案
内
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古
く
な
っ
た
「
日
本
人
形
」
や

「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
に
感
謝
の
誠
心

を
捧
げ
る
「
人
形
感
謝
祭
」
が
去

る
七
月
十
五
日
斎
行
さ
れ
、
約
三

〇
〇
〇
体
が
境
内
の
特
設
納
所
へ

持
ち
寄
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
人
形
感
謝
祭
」
に
あ

わ
せ
、
七
月
十
四
日
よ
り
十
六
日

ま
で
「
第
十
二
回
人
形
展
〜
一
期

一
会―

人
形
と
い
け
ば
な
・
い
の

ち
出
逢
う
と
き―

」が
開
催
さ
れ
、

木
彫
や
和
紙
・
ガ
ラ
ス
作
家
十
五

名
の
創
作
人
形
一
〇
〇
点
余
り
の

人
形
が
展
示
さ
れ
、
い
け
ば
な
草

月
流
富
山
県

支
部
「
秀
抱

会
」
に
よ
り

会
場
が
装
飾

さ
れ
、
期
間

中
は
大
勢
の

人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

▽
監
修
　
梅
崎
　
親
美

　
　
　
　
　
　
（
秀
抱
）
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川原　るみ　（南砺市）

嶋田　数男（砺波市）

飛騨山静恵（富山市）

笹波　美恵（高岡市）荒井　恒雄（南砺市）

中林　雅代（富山市）

松本　昌子（南砺市）

牛島　辰馬（南砺市）

長谷川創一（砺波市） 宮長　由紀（射水市）

海道　貴也

福島まゆみ（金沢市）

安達　陽子（砺波市）

野村　幸子（南砺市）

岸本　耕平（射水市）

草月流富山県支部「秀抱会」会長 梅崎秀鈴



　

昭
和
三
十
八
年
、
第
一
回
の
越
中

一
宮
髙
瀨
神
社
奉
納
剣
道
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
第

五
十
回
の
大
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
大
変
に
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ

ま
す
。

　

私
は
昭
和
三
十
六
年
に
庄
川
中
学

校
に
入
学
し
、
卓
球
部
に
入
部
し
ま

し
た
が
、
事
情
が
あ
り
同
期
入
部
の

高
島
外
志
雄
君
と
一
緒
に
退
部
す
る

た
め
、
顧
問
の
田
上
弘
先
生
を
職
員

室
に
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
田
上
先
生
は

二
つ
隣
の
机
に
居
ら
れ
た
斉
藤
孝
志

先
生
に
「
あ
そ
こ
の
二
人
が
卓
球
部

を
辞
め
、
ど
う
し
て
も
剣
道
部
に
入

り
た
い
と
い
う
が
い
け
ど
、
先
生
引

き
取
っ
て
も
ら
え
る
け
？
」
と
、
こ

ち
ら
の
意
思
に
関
係
な
く
話
さ
れ
、

斉
藤
先
生
も
こ
ち
ら
を
見
て
、「
わ

か
っ
た
よ
」
と
返
事
を
し
て
居
ら
れ

た
。
そ
の
時
か
ら
、
私
の
剣
道
と
の

関
わ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、

実
際
に
は
中
学
・
高
校
の
六
年
間
弱

し
か
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
二

人
が
剣
道
を
致
し
ま
し
た
の
で
、
生

涯
の
関
わ
り
が
出
来
た
こ
と
で
し

た
。

　

四
月
か
ら
入
部
の
一
年
生
は
、
も

う
竹
刀
を
持
っ
て
練
習
を
始
め
て
い

ま
し
た
が
、
私
ら
二
人
は
最
初
、
鏡

の
前
で
腰
に
手
を
や
り
先
輩
の
指
導

で
、
前
・
後
・
右
・
左
と
足
さ
ば
き

だ
け
を
や
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
一
年
生
の
時
の
夏
休
み
に
、
富
山

県
警
機
動
隊
の
方
々
が
中
学
校
で
剣

道
合
宿
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
練
習

が
物
凄
く
激
し
か
っ
た
こ
と
が
、
い

ま
だ
に
記
憶
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

い
つ
か
三
年
生
に
な
り
第
一
回
の

「
髙
瀨
大
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
、
中
学
男
子
の
団
体
戦

と
個
人
戦
の
み
で
し
た
。
私
は
庄
川

中
学
校
の
大
将
を
し
て
居
り
ま
し
た

の
で
、
社
殿
で
の
奉
告
祭
の
後
、
拝

殿
で
選
手
宣
誓
を
し
、
同
学
年
の
藤

森
洋
子
さ
ん
と
紋
付
袴
に
白
襷
の
出

で
立
ち
で
、
日
本
剣
道
の
形
を
小
太

刀
三
本
ま
で
奉
納
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
試
合
の
方
は
団
体
戦
で
は
、

庄
川
中
学
校
が
優
勝
い
た
し
ま
し

た
。
個
人
戦
は
庄
川
中
学
校
の
沼
助

次
君
が
優
勝
、
高
島
外
志
雄
君
が
次

勝
し
、
そ
れ
ぞ
れ
赤
白
の
木
刀
を
手

に
し
ま
し
た
。
私
は
、
三
位
に
な
っ

た
吉
江
中
学
校
の
中
山
君
に
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
悔
し
か
っ

た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
長
男
直
宣
、
長
女
妃
呂

子
も
こ
の
「
髙
瀨
大
会
」
に
出
場
し
、

親
の
私
よ
り
良
い
成
績
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
う
れ
し
い

限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
三
月
に
神
職
と
し

て
髙
瀨
神
社
に
奉
職
す
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
「
髙
瀨
大
会
」
の
世
話
方

と
し
て
関
わ
ら
せ
て
頂
き
、
本
年
の

第
五
十
回
大
会
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ

と
は
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
髙
瀨
神
社
は
も
ち

ろ
ん
砺
波
剣
友
会
の
方
々
を
始
め
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
、
六
十
回
、
七
十

回
、
め
で
た
く
百
回
と
回
を
重
ね
続

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
念
願
し
て
お

り
ま
す
。

5

奉
納
剣
道
大
会
の

　
　
　
　
　
思
い
出

禰
宜
　
齊
藤
直
己

第35号平成24年9月13日
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「
六
月
」

一
日

　

㈱
ス
リ
ー
・
テ
ィ
ー 

六
名

八
日

　

氏
子
清
掃
奉
仕
（
村
総
出
）

　

越
路
ガ
ー
デ
ン 

九
名

 

（
境
内
剪
定
作
業
奉
納
）

九
日

　

太
美
山
小
学
校
辰
巳
会 

十
四
名

十
三
日

　

立
正
佼
成
会
（
清
掃
奉
仕
）

　

い
き
い
き
古
刹
探
訪
サ
ー
ク
ル

 

四
十
三
名

二
十
一
日

　

小
牧
神
明
社
氏
子
総
代
会 
十
五
名

二
十
三
日

　

高
瀬
遺
跡
菖
蒲
ま
つ
り
実
行
委
員
会

 

十
五
名

二
十
六
日

　

本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
六
名

 

（
御
神
楽
奉
納
）

二
十
九
日

　

タ
カ
ハ
タ
工
業
㈱

　

タ
カ
ハ
タ
工
業
㈱
高
和
会

　

タ
カ
ハ
タ
工
業
㈱
造
作
部
会

　

タ
カ
ハ
タ
工
業
㈱
新
潟
高
和
会

 

一
〇
〇
名

三
十
日

　

髙
瀨
稲
荷
講　

商
売
繁
盛
祈
願
祭

「
七
月
」

一
日

　

中
越
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱
富
山
工
場

　

中
越
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱
砺
波
工
場

　

中
越
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱
福
光
工
場

　

中
越
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱
伏
木
事
業
所

　

川
田
工
業
㈱

　

川
田
工
業
㈱
富
山
工
場

　

川
田
工
業
㈱
北
陸
事
業
部
建
築
部

　

川
田
工
業
㈱
北
陸
事
業
部
土
木
部

 

四
十
名

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　

富
山
県
支
部
砺
波
分
会

 

六
十
名

　

砺
波
労
働
基
準
監
督
署

　

㈳
富
山
県
労
働
基
準
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

砺
波
支
部

　

林
業
木
材
製
造
業

　

労
働
災
害
防
止
協
会
砺
波
分
会

 

七
十
名

六
日

　

㈱
環
境
総
合
テ
ク
ノ
ス
富
山
支
店

 

四
十
名

七
日

　

松
本
建
設
㈱ 

二
十
六
名

八
日

　

砺
波
高
等
学
校
野
球
部 

六
十
名

十
一
日

　

福
野
高
等
学
校
野
球
部 
四
十
五
名

十
三
日

　

立
正
佼
成
会
（
清
掃
奉
仕
）

二
十
二
日

　

銀
座
ま
る
か
ん
全
国
一
の
宮
駅
伝

 

三
十
名

二
十
八
日

　

高
瀬
グ
リ
ー
ン
会 

二
十
七
名

「
八
月
」

五
日

　

第
五
十
五
回

　
　

富
山
県
神
社
総
代
会
砺
波
支
部

　
　
「
総
会
」「
国
家
隆
昌
祈
願
祭
」

二
十
四
日

　

神
社
本
庁
渉
外
部
長　

湯
澤
豊

　

神
社
本
庁
総
務
部
長　

小
野
崇
之

　

富
山
県
神
社
庁
研
修
会
二
十
五
名

　

と
な
み
野
一
〇
〇
㌔
徒
歩
の
旅

 

一
〇
〇
名

二
十
五
日

　

富
山
県
神
社
庁
総
会　

六
十
名

　

事
業
所
の
安
全
祈
願
・
創
立
記
念

日
等
の
各
種
祈
願
を
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
社
務
所
ま
で
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

（
初
穂
料
）
一
〇
、〇
〇
〇
円
〜

（
平
成
二
十
四
年
六
月
〜
八
月
・
敬
称
略
）

参
拝
日
誌
抄

参
拝
日
誌
抄

　

本
年
で
第
九
回
目
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
と
な
み
野
（
神
下

正
弘
会
長
）
主
催
の
「
第
九
回
と
な

み
野
一
〇
〇
㌔
徒
歩
の
旅
」
が
八
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
四

泊
五
日
の
行
程
で
実
施
さ
れ
、
二
十

四
日
に
参
加
者
（
小
学
生
）
と
係
の

方
を
含
め
た
総
勢
一
〇
〇
名
が
当
神

社
に
立
ち
寄
ら
れ
ま
し
た
。

　

到
着
後
、
先
ず
参
拝
し
、
そ
の
後

境
内
に
お
き
ま
し
て
昼
食
休
憩
を
し

ま
し
た
。

　

出
発
に
際
し
て
は
、権
宮
司
が
「
大

神
様
の
ご
加
護
の
も
と
無
事
完
歩
し

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
田
中
幹

夫
南
砺
市

長
も
激
励

に
訪
れ
、

参
加
者
は

元
気
に

ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て

出
発
し
ま

し
た
。
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三
十
三
歳

　
前
厄（
昭
和
五
十
七
年
生
）

　
本
厄（
昭
和
五
十
六
年
生
）

　
後
厄（
昭
和
五
十
五
年
生
）

三
十
七
歳

　
前
厄（
昭
和
五
十
三
年
生
）

　
本
厄（
昭
和
五
十
二
年
生
）

　
後
厄（
昭
和
五
十
一
年
生
）

　

祭
典
・
結
婚
式
等
で
御
奉
仕
で
き
な

い
時
間
帯
も
あ
り
ま
す
の
で
、
不
明
な

点
は
社
務
所
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　

尚
、
十
一
月
二
十
三
日
は
新
嘗
祭
斎

行
の
た
め
午
後
一
時
よ
り
受
付
い
た
し

ま
す
。

　
十
月
二
十
一
日（
日
）午
前
十
時
斎
行

　

茶
道
裏
千
家
ご
奉
仕

（
お
茶
席
・
二
席
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

（
主
催
）
髙
瀨
神
社
献
茶
奉
賛
会

（
茶
券
）
一
枚
二
千
円
（
短
冊
付
）

　

本
年
は
次
の
通
り
で
す
。

○
七
歳（
女
子
）　
平
成
十
八
年
生

○
五
歳（
男
子
）　
平
成
二
十
年
生

○
三
歳（
男
女
）　
平
成
二
十
二
年
生

※

十
月
一
日
よ
り
十
一
月
末
日
ま
で
、

毎
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
分

ま
で
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
十
五
歳
（
平
成
十
年
生
）

○
十
三
歳
（
平
成
十
二
年
生
）

　

明
年
は
次
の
通
り
で
す
。

（
男
性
）

二
十
五
歳

　
前
厄（
平
成
二
年
生
）

　
本
厄（
昭
和
六
十
四
年
生
・
平
成
元
年
生
）

　
後
厄（
昭
和
六
十
三
年
生
）

四
十
二
歳

　
前
厄（
昭
和
四
十
八
年
生
）

　
本
厄（
昭
和
四
十
七
年
生
）

　
後
厄（
昭
和
四
十
六
年
生
）

（
女
性
）

十
九
歳

　
前
厄（
平
成
八
年
生
）

　
本
厄（
平
成
七
年
生
）

　
後
厄（
平
成
六
年
生
）

御
案
内

七
五
三
詣

七
五
三
詣

七
五
三
詣

平
成
二
十
五
年 

厄
年

平
成
二
十
五
年 

厄
年

平
成
二
十
五
年 

厄
年

第
三
十
九
回
献
茶
式

第
三
十
九
回
献
茶
式

第
三
十
九
回
献
茶
式

【
表
紙
写
真
】
本
吉
太
々
法
印
神
楽

編
集
後
記

　

本
年
は
四
年
に
一
度
の
平
和
の
祭
典
で
あ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
連
日
、
日
本
選

手
団
の
活
躍
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
国
内
が
大

い
に
沸
き
あ
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
某
国
の
選
手
が
領
土
問
題

を
掲
げ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神
に
著
し
く
反

す
る
行
為
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
も
東
京
都
な

ど
が
開
催
地
に
立
候
補
し
て
お
り
ま
す
が
、
主

権
国
家
と
し
て
品
格
あ
る
美
し
い
五
輪
の
実
現

に
向
け
て
誘
致
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

元
服
祝
（
男
子
）

元
服
祝
（
男
子
）

元
服
祝
（
男
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

髪
上
祝
（
女
子
）

げ
ん
ぷ
く
い
わ
い

か
み
あ
げ
い
わ
い

数
え
年

数
え
年

数
え
年

数
え
年

数
え
年

数
え
年

　新聞等でご存知の通り、平成25年に向け髙瀨神社のブライダルが大きく変ります。
　髙瀨神社で結婚式を挙げられた事を誇りに思って頂ける場所であり続けることは言うま
でもないことですが、時代の変化によるニーズの多様化に、より柔軟により迅速に対応し
続ける為に、只今動き出しました。
　昨今の婚礼事情の変化の中、髙瀨神社の婚礼事業も大きな過渡期を迎えておりました。
何度も協議を繰り返し、これからの髙瀨神社のあり方、地域の中で神社が貢献できる事、
そして結婚式、披露宴のあり方を皆で考えた末、大きな決断となる答えを導き出しました。
　どれだけ時が流れても揺るがない事と、時の流れと共に変化していく事の融合の場所が
神社ではないでしょうか。神前でとり行なわれる結婚式はまさに、何一つ変らず揺るぎの
無い儀式であります。
　結婚と一言で言いますが、準備から挙式当日、披露宴や食事会、２次会と中身は多岐
にわたります。その中で提案できる事も実に多様です。それは、目に見える物はもちろん
ですが、お二人の結婚に対する意識そのものであったりします。
　新しく始動するブライダルは、何よりこの意識を大切にしています。「心」に重きを置き、
そこから結婚式を作り上げていきます。髙瀨神社でお二人の新たな人生が始まり、その後
の人生を幸せに過ごしていく未来を作り上げる結婚式。どこにも真似のできないオンリー
ワンの結婚式場を目指しています。
　どこよりも熱い情熱と強い信念と、髙瀨の大神様のご神徳を頂き、この事業の夢が大き
く花開き、来年の秋には皆様にもその姿をご覧頂ける事でしょう。
　どうぞご期待下さい。

髙瀨神社のブライダルがいよいよ新しく始動！髙瀨神社のブライダルがいよいよ新しく始動！
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発
行
日　

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀨
神
社
社
務
所

編
集
人　

浦　

泰　

宏　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

　

六
月
二
十
六
日
午
後
五
時
三
十
分

よ
り
、「
被
災
地
域
の
〝
鎮
守
の
杜
〞

復
興
支
援
」
の
一
環
と
し
て
、
北
陸

神
道
青
年
協
議
会
（
松
本
昌
篤
会
長
）

が
主
催
と
な
り
「
東
日
本
大
震
災
復

興
祈
願
祭
」「
本
吉
太
々
法
印
神
楽

奉
納
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
行
事
は
、
震
災
で
数
多
く
の
鎮

守
の
杜
が
被
害
に
遭
い
、
氏
子
区
域

の
家
屋
と
共
に
社
殿
の
跡
形
さ
え
失

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
有
形
の
も
の

の
み
な
ら
ず
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝

統
神
事
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
岩
手
県
陸
前
高
田
市
・
宮
城

県
気
仙
沼
市
の
本
吉
地
方
に
伝
わ
る

「
本
吉
太
々
法
印
神
楽
」
の
奉
納
を

通
じ
た
復
興
支
援
活
動
を
行
う
べ

く
、
県
内
で
は
魚
津
神
社
と
当
神
社

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
百
七
十
名
の
参
列
が
あ

り
、
宮
司
以
下
神
職
の
奉
仕
に
よ
る

「
復
興
祈
願
祭
」
に
続
き
、「
本
吉
太
々

法
印
神
楽
保
存
会
」
会
員
六
名
に
よ

り
「
西
の
宮
」「
初
矢
」「
日
本
武
」

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭

　
本
吉
太
々
法
印
神
楽
奉
納

の
三
演
目
が
奉
納
さ
れ
、
参
列
者
は

迫
真
の
舞
に
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か

ら
は
奉
拝
参
列
料
と
し
て
お
一
人
に

つ
き
千
円
を
お
預
か
り
し
、
さ
ら
に

当
日
も
多
く
の
義
捐
金
を
お
寄
せ
戴

き
、
当
県
で
は
合
計
四
八
七
、〇
九

〇
円
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か

い
心
の
こ
も
っ
た
そ
の
全
額
は
、
七

月
十
九
日
、
松
本
北
陸
神
道
青
年
協

議
会
会
長
よ
り
同
保
存
会
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

尚
、
同
神
楽
は
こ
れ
ま
で
は
現
地

で
の
み
奉
納
上
演
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
今
回
が
初
め
て
氏
子
崇
敬
者
区

域
外
で
の
奉
納
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
富
山
県
神
道
青
年

会
が
、
こ
の
た
び
の
企
画
が
富
山
県

か
ら
遥
か
彼
の
地
へ
と
支
援
の
後
押

し
と
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
「
追
風
」

と
記
し
た
浅
黄
色
の
短
冊
を
麻
緒
で

取
り
付
け
た
「
う
ち
わ
」
を
お
配
り

し
ま
し
た
。

　

当
神
社
は
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な

い
一
助
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
復
興
支
援
を
行

う
所
存
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
し
だ
い
だ
い
ほ
う
い
ん
か
ぐ
ら

に
し　
　
　

み
や　
　
　

し
ょ　

や　
　
　

や
ま
と　
た
け
る
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